
Ｎ
Ｅ
Ｃ
玉
川
事
業
場
に
働
く
み
な
さ
ん

職
場
で
は
、
「
戦
争
法
案
の
強
行
採
決
は
、

全
く
ひ
ど
か
っ
た
」
「
労
働
者
派
遣
法
も
、
強

行
採
決
だ
っ
た
し
な
」
「
独
裁
政
治
の
感
が
あ
っ

て
怖
い
ね
」
「
ア
メ
リ
カ
・
原
子
力
空
母
へ
乗
っ

た
総
理
は
、
安
倍
さ
ん
が
初
め
て
だ
よ
。
ゲ
ー

ム
感
覚
は
ダ
メ
だ
ろ
う
」
「
平
和
が
一
番
だ
よ
。

ノ
ー
ウ
ォ
ー
を
叫
ぶ
若
者
た
ち
こ
そ
希
望
だ
」

な
ど
、
政
治
談
議
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

広
が
る
戦
争
法
廃
止
の
た
た
か
い

「
戦
争
法
案
反
対
」
「
憲
法
守
れ
」
と
立
ち

上
が
っ
た
大
学
生
・
高
校
生
、
学
者
、
映
画
・

演
劇
・
音
楽
人
、
弁
護
士
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
人
た
ち
は
、
戦
争
法
廃
止
に
向

け
、
新
し
い
行
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

10
月
18
日
に
は
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
ｓ
（
シ
ー
ル
ズ
＝
自
由
と
民
主
主
義
の
た
め
の
学
生

緊
急
行
動
）
が
、
渋
谷
駅
ハ
チ
公
前
で
「
安
保
法
制
に
反
対
す
る
渋
谷
街
宣
」
を
行

い
ま
し
た
。
ハ
チ
公
前
は
、
大
学
生
、
高
校
生
、
若
い
パ
パ
・
マ
マ
ら
で
埋
ま
り
、

「
戦
争
法
絶
対
反
対
」
「
言
う
こ
と
聞
か
せ
る
番
だ
、
国
民
が
」
と
コ
ー
ル
を
響
か

せ
ま
し
た
。
共
産
党
、
民
主
党
、
維
新
の
党
、
社
民
党
、
生
活
の
党
の
５
野
党
国
会

議
員
が
あ
い
さ
つ
。
「
野
党
は
共
闘
！
」
コ
ー
ル
が
わ
き
お
こ
っ
た
の
で
す
。

「
戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す
な
！
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
」
は
、
戦
争
法

が
強
行
さ
れ
た
日
を
忘
れ
ず
に
声
を
あ
げ
続

け
よ
う
と
、
国
会
正
門
前
や
全
国
各
地
で

「
19

日
行
動
」
を
毎
月
行
う
こ
と
、
２
０
０

０
万
人
署
名
の
取
り
組
み
を
決
め
て
い
ま
す
。

10
月
19
日
夕
、
「
私
た
ち
は
あ
き
ら
め
な
い
！

戦
争
法
廃
止
！
安
倍
内
閣
退
陣
！
国
会
正
門

前
行
動
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
９
５
０
０
人

も
の
参
加
者
が
「
戦
争
法
は
い
ま
す
ぐ
な
く

せ
」
「
安
倍
政
権
を
み
ん
な
で
倒
そ
う
」

「
野
党
が
ん
ば
れ
」
「
わ
れ
わ
れ
も
が
ん
ば

る
ぞ
」
と
コ
ー
ル
し
ま
し
た
。

安倍内閣の退陣で、平和と民主主義を取り戻そう！

戦争法をなくす国民連合政府を実現しよう
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広
が
る
《
国
民
連
合
政
府
》
へ
の
賛
同
の
声
！

日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長
は
９
月
19
日
、
「
戦
争
法
廃
止

の
《
国
民
連
合
政
府
》
」
を
提
案
し
、
広
く
国
民
に
よ
び
か
け
、

野
党
、
団
体
、
個
人
と
の
懇
談
・
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

「
提
案
」
に
は
大
き
な
共
感
と
歓
迎
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
の
益
川
敏
英
京
都
大
学
教
授
は
「
国
民
の
願
い
と

合
致
し
た
提
案
」
、
９
条
の
会
呼
び
か
け
人
の
澤
地
久
枝
さ
ん
は

「
全
く
同
感
す
る
思
い
。
選
挙
で
勝
っ
て
政
権
倒
そ
う
」
、
憲
法

学
者
の
小
林
節
慶
応
大
学
名
誉
教
授
は
「
よ
く
や
っ
て
く
れ
た
。

わ
が
意
を
得
た
り
」
な
ど
、
歓
迎
と
期
待
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

10

月
上
旬
の
各
メ
デ
ィ
ア
の
調
査
で
は
、
共
産
党
の
「
提
案
」

に
関
連
し
た
設
問
が
行
わ
れ
、
「
選
挙
協
力
す
べ
き
だ
」
38
％
（
毎

日
）
、
「
選
挙
協
力
す
る
方
が
良
い
」
41
％
（
読
売
）
、
「
（
選
挙

協
力
実
現
に
）
期
待
す
る
」
37
％
（
Ｊ
Ｎ
Ｎ
）
と
、
４
割
前
後
の
支
持
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

戦
争
法
を
廃
止
し
、
軍
需
産
業
化
を
く
い
止
め
よ
う

安
倍
政
権
は
、
「
防
衛
産
業
と
民
生
技
術
と
の
間
で
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
化
、
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
が
進
展

す
る
中
、
優
れ
た
民
生
技
術
を
取
り
込
み
」
（
防
衛
白
書
）
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
利
用
し
た
無
人
航
空
機
や
軍
事
用

ロ
ボ
ッ
ト
、
宇
宙
空
間
に
お
け
る
軍
事
利
用
技
術
や
サ
イ
バ
ー

攻
撃
に
対
す
る
技
術
の
開
発
も
視
野
に
い
れ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
、
陸
上
自
衛
隊
の
野
外
通
信
シ
ス
テ
ム
や
地
上
マ

イ
ク
ロ
伝
送
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関

す
る
製
品
な
ど
を
防
衛
省
に
納
入
し
て
い
ま
す
。
防
衛
省
中
央

調
達
の
契
約
高
は
、
三
菱
重
工
業
に
次
ぐ
第
２
位
で
、
１
６
３

２
億
円
に
上
っ
て
い
ま
す
（
下
表
）
。

戦
争
法
が
進
展
す
る
と
、
「
防
衛
」
産
業
が
軍
需
産
業
に
変

貌
し
、
電
機
・
情
報
関
連
産
業
は
人
を
殺
す
製
品
を
つ
く
る
産

業
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
職
場
の
機
密
保
持
が

い
っ
そ
う
強
化
さ
れ
て
自
由
に
物
が
言
え
な
く
な
り
、
さ
ら
に
は
Ｎ
Ｅ
Ｃ
を
は
じ
め
電
機
の
労
働
者
が
、

戦
闘
現
場
に
無
防
備
で
技
術
派
遣
さ
れ
る
こ
と
が
想
起
さ
れ
ま
す
。

戦
争
法
廃
止
の
行
動
へ
職
場
か
ら
も
連
帯
し
「
戦
争
法
廃
止
の
《
国
民
連
合
政
府
》
を
実
現
し
よ
う
」

の
声
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

戦争法廃止の「国民連合政府」提案の骨子

１、戦争法（安保法制）廃止、安倍政権打倒のたたかい

をさらに発展させよう

２、戦争法廃止で一致する政党・団体・個人が共同して

国民連合政府をつくろう

３、「戦争法廃止の国民連合政府」で一致する野党が、

国政選挙で選挙協力を行おう

※詳しくは、日本共産党のＨＰ http://www.jcp.or.jp/

をご覧ください


